
1 
 

令和元年 第3回国際委員会 議事録  

日時：令和元年9月14日（土） 

場所：神戸国際会議場 3階  

出席：（担当理事）中村雅也 

   （委員長）松山幸弘 

（委員）石井賢、小澤浩司、酒井大輔、高橋真治、千葉一裕、波呂浩孝、

宮腰尚久  

欠席：    伊東学、川口善治、八木満        (敬称略) 

 

1. 担当理事から委員会への報告事項 

    1) 令和元年第2回国際委員会議事録 

    ・第2回議事録を確認した。  

    2)  NASSからの依頼で学会参加する場合、出張費はJSSRから支払われるこ

とが理事会で承認された。 

 

２．  審議、報告事項 

１) APSS life会員への勧誘と現在の状況 

   日本人のAPSS会員は現在75名程度であるため、評議員にLife member 

になっていただくように依頼する。 

    2) TWSSからのトラベリングフェロー受け入れ状況 

2019年11/25-29に東北医科薬科大学（小澤先生）、12/2-6に山梨大学

（波呂先生）を訪問予定である。 

3) アジア各国からJSSR2020への参加者数を増加させる施策について 

APSS 事務局から APSS メンバーへ JSSR2020 の周知及び演題登録のお

願いを連絡していただいた。 

4) APSSに含まれるオーストラリアをJSSRアジアトラベリングフェローに

含めることについて 

酒井先生がオーストラリアの脊椎外科と連絡を取り合っているが、ほ

とんど話は進行していない状況である。 

  5) 4/27-5/1:Spine weekについて 

・JSSR が 4/29、14-16 時に Symposium（骨粗鬆症性椎体骨折）を開催す

る。 
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→10演題程度とし、演者をJSSR会員から選定する。 

酒井先生、高橋でまとめることとなった。 

・4/28、5/1のAPSSのSessionにJSSRから演題が登録できないか依頼があ

った。 

 →Gabriel Liu先生に詳細を確認する。 

 

３．委員会から理事会への審議依頼事項 

  1) APSS2020（上海、6/5-7）における指定演題の候補者について  

    APSS から APSS2020 における Symposium や Lecture の指定演題につい

てJSSRから候補者を挙げてほしいとの依頼があった。 

   →締め切りが9月18日であるため、理事会でメール審議をしていただく。 

   もし理事会からの推薦がなかった場合、次期APSS会長の松本先生や国際

委員会の委員を推薦する予定である。 

 

４． 次回委員会日程:専門医試験中（神戸） 1月23日19:30 

           場所は未定 

                   以上 
 

 

 


